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我が家の防災チェックシート 
ＱＲコードからスマホで入力も出来ます 

調査項目 
該当する欄の○にチェック 

（レ）を記入 複数の記入も可 

1 お住まいの方の人数        人  

2 記入された方の年齢 歳  

3 最も高齢の方の年齢 歳  

4 家族の年齢構成 
〇65歳以上のみ 

〇64歳以下の家族も同居 

5 お住いの住宅の所有形態 
〇賃貸住宅 

〇持家 

6 家として住むようになった時期 
〇昭和 34年以前（伊勢湾台風以前） 

〇西暦        年頃から居住 

7 住宅を建てた時期 

  平成 12年 6月以降、建築基準法に従って 

適切に建てられた住宅は耐震性があります 

平成 12年以前の建築基準法では不十分です 

昭和 56年以前は旧耐震基準（震度 5強まで）

なので、耐震診断が必要です 

〇2000（平成 12）年 6月以降 

〇1981（昭和 566月）～2000年 5月 

〇1981（昭和 56）年 5月以前 

8 住宅の点検と耐震化 

  昭和 56年以前の木造住宅は、専門家による 

対診断や対策工事の補助が受けられる場合が 

あります。 

水害や津波で自宅に垂直避難できるのは耐

震性と高さが安全な場合に限られます 

〇耐震対策を実施した 

〇耐震性があると思う 

〇耐震診断をした 

〇耐震性がない、 

〇わからない 

9 家具類の転倒防止 

  特に寝室や冷蔵庫は重要です 

  寝室から家具をなくすことも確実な方法 

  高齢者世帯等で補助が受けられる場合も有 

〇固定済み 

〇だいたい固定 

〇固定していない 

10 非常用備蓄の水の備蓄 一人一日 3ℓ ペットボトル 2ℓに換算して       本 

11 使いながらストックしてある 

食べやすい食料 推奨は 7日以上 
日分  

12 非常用備蓄品の準備 

携帯トイレ、カセットコンロなど 

〇準備してある 

〇準備していない 

13 非常時持ち出し品の準備 〇準備してある 

〇準備していない 

アンケートは裏面もあります、ご協力お願いします 
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14 弥富はポンプで排水していること 

海への排水ポンプが止まると、道路や 

家まで水が上がります 

〇知っている 

〇知らなかった 

15 自宅が水害、津波の浸水深を、ハ

ザードマップ調べてありますか 

〇確認済み     メートル 

〇調べていない わからない 

16 水害時にどこに緊急避難する予定

ですか 耐震性と高さが確認されてい

ない自宅は危険です 

〇自宅の安全な２階以上 

〇その他（名称を記入） 

17 水害時にどこに緊急避難する予定

ですか 耐震性と高さが確認されてい

ない自宅は危険です 

〇垂直避難（自宅の２階など） 

〇自宅外避難（名称を記入） 

18 避難を決める情報は 

何から得る予定ですが 

家族（市外遠方でも可）で 1 人は弥富市安

全・防災メールの登録をお願いします 

〇弥富市安全・防災メール 

〇テレビ、ラジオ、スマホ、ＰＣ等 

〇知人、近所 

19 自主的な早期広域避難の呼びかけ

があった場合に避難する場所 

   公共交通が止まる前の広域避難できる 

縁者やホテル等をさがしておきましょう 

〇避難はしない（できない） 

〇避難可能（避難先の市町村名と場所を記入） 

20 避難所へ移動するときの問題点 

   道路は冠水か、液状化でガタガタになっ

ている可能性があります。 

   渋滞の可能性、駐車場がない場合も 

〇徒歩は困難 

〇徒歩で可能 

〇その他（具体的に記入） 

21 避難所で滞在する場合の問題点 

   避難所となる施設の多くは、人が寝起き

し、生活するために作られたものではあり

ません。また、普段から避難所として機能

しているわけでもありません。 

〇要支援者がいる 

〇ペットがいる 

〇その他（具体的に記入） 

22 弥富市全域が水没した場合避難先 

  稲沢市の南部まではゼロメートル地帯 

として水没の可能性有 

〇親族、知人宅に避難する 

〇行政が確保した避難先 

〇自宅に留まり水上生活をする 

23 弥富市全域が水没した場合の 

  生活再建の場所 

〇できれば弥富市に戻りたい 

〇わからない 

〇弥富市に戻らないと思う 

24 地震・自然災害保険・共済の加入 

   地震時の延焼、津波、液状化により 

傾いた家に一般の火災保険は出ません 

〇地震保険・自然災害共済に加入 

〇一般の火災保険に加入 

〇なにも加入していない 


